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なぜ文法知識に注目するのか
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• 文法知識＝言語を運用するために不可欠な文の規則に関する知識
言語習得において中心的な役割を果たす (Nassaji, 2017; Loewen, 2020)

（明示的学習をしなくても）言語使用を通して獲得する (Bybee, 2008)

日本の小学校英語教育と文法知識
「 (基本的な表現に) 繰り返し触れることによって英語の語順に気付かせ，その規則

性を内在化させたり，自ら話したり書いたりする中でどのように語と語を組み
合わせれば自分の伝えたいことが表現できるのかということに意識を向けさせ
たりするようにする。」(文部科学省, 2017: 92)

「児童は単にまるごとの表現を未分析のまま聞いたり真似たりしているわけで
はない」(浦田他, 2014: 247-248)

小学校段階では定型表現に依拠した暗示的知識の獲得を目指すべき (板垣, 2017)
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小学校英語教育の特徴

• 暗示的な学習が中心
教科書本文や「文法のまとめ」のページはない

• 音声での学習が中心
教師の語りかけやモデルの模倣が学習の中心

• トップダウン的な学習が中心
表現の丸覚えからスタートし，徐々に分析的な理解が進む
単語を1つずつ組み合わせて構文しているわけではない

明示的な文法学習をしていない小学生であっても
表現を丸覚えしているわけではない

聞いたことのない表現の創造的な発話
既習表現との混同によるエラー

文法知識をもとに
英語を運用しているはず！
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小学生の文法知識に関して明らかにしたい点

① 全ての文法項目について暗示的知識が優勢なのだろうか

体験を一般化して明示的理解に至りやすい文法項目はあるのか

② 英文の内部構造の分析的な理解はどの程度進んでいるのだろうか

文中のどの部分が固定でどの部分が可変なのかについての知識
（＝英文をどのように区切り，どの部分をチャンクとして認識しているのか）

文中の可変部にどのような語句が入り得るかについての知識

③ 学年が上がると文法知識は量的・質的にどのように変化するのか
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暗示的か，明示的か

＜暗示的知識＞

規則に基づいた言語運用は可能だがその規則について言葉で
説明できない

例）「ここはtheではなくてaな気がする」

＜明示的知識＞

規則の内容を言葉で説明できる

例）「主語が三人称単数で現在時制のときは一般動詞にs/esをつける」

内野 (2018, 2019)
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暗示的か，明示的か 内野 (2018, 2019)

• 公立小学校5校の5, 6年生 計334名
• 2018年2～3月 (2017年度末) に調査

• 暗示的知識 … 時間制限付き文法性判断課題 (timed GJT)

• 明示的知識 … 選択式メタ言語知識課題 (MKT) で測定

• 5つの文法項目
be動詞 主語との一致
語順 SVOかSOVか
can can VかV canか
want to want toかwant doingか
過去形 過去形か原形か
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暗示的か，明示的か 内野 (2018, 2019)
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暗示的か，明示的か 内野 (2018, 2019)

＜明示的知識＞

• 形式的・機能的複雑さ (conceptual clarity) やメタ言語の複雑さ
(metalanguage)が獲得の容易さに影響 (Ellis, 2006)

• can…◎ be動詞…△

＜暗示的知識＞

• 頻度 (frequency), 気づきやすさ (saliency), 機能的価値 (functional value),
規則性 (regularity), 処理可能性 (processability) が獲得の容易さに影響

(Ellis, 2006)

• 6年生の正答率が50%以上なのはbe動詞，語順，can
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文の内部構造の理解

“What sport do you like?”
いくつに切れる？ どこで切れる？

小学5年生：
３つに切れる

「どこで切れるの？」
What  /  sport /  do you like?

内野 (2020, 2021)

food, subject, fruitなど
他の語で置き換え可能



What sport do you like?

What X do you like?

Wh- Noun Aux Subj Verb
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文の内部構造の理解

用法基盤モデル (usage-based model)

「人はまずは具体的な場面や状況の中で実際の用法（用例）を全体的なひと塊として
繰り返し聞いたり使用したりすることによって場面や状況と形式と意味とを結びつけ，
徐々に類似した用法からパタンを抽出できるようになり，. . . 最終的にはそれまで耳
にしたことのない表現を状況や場面に応じて適切に，かつ創造的に産出できる言語能
力に到達する」 (村端・村端, 2020: 149)

① 表現全体を丸ごと運用

② 表現の一部を入れ替えて運用

③ 抽象的な文法規則に依拠した言語運用

内野 (2020, 2021)



11

表現の内部構造の理解

①表現のうち固定部，可変部はそれぞれどの部分か
(＝チャンクとして認識されやすいのはどの部分か)

②可変部にはどのような語句が入り得るか
(規則性をどの程度明示的に説明できるか，を含む)

表現全体を丸ごと（非分析的に）運用する段階

表現の一部を入れ替えて運用する段階

文の内部構造の理解 内野 (2020, 2021)
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• 公立小学校1校の5, 6年生
• 2019, 2020年2月 (2018, 19年度末) に同様の調査を2回実施
• 2度データの得られた71名のデータを連結して分析

• What [a] do/can [b] [c]?のa～cに入り得る語についての知識を調査

• 文法性判断課題 (GJT)

• 空所補充課題 (FBT)
英文の空所に入り得る語を日本語の選択肢
から選ぶ
英文の空所に入り得る語の共通点を日本語で
書く

文の内部構造の理解 内野 (2020, 2021)
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文の内部構造の理解
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FBT
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文の内部構造の理解

What [a] do/can [b] [c]?
空所 課題文 δ M (4点満点)

5年次 6年次 伸び
[a] a1: What [  ] do you like? -0.31 2.73 2.93 0.20 

a2: What [  ] do you have? 0.61 1.25 1.79 0.54
[b] b1: What food can [  ] cook? -0.01 1.69 1.83 0.14 

b2: What sport can [  ] play? -0.22 1.55 1.82 0.27 
[c] c1: What pet do you [  ]? -0.14 2.86 2.99 0.13 

c2: What book do you [  ]? 0.07 2.13 2.68 0.55

内野 (2020, 2021)
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文の内部構造の理解
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• [A] 錯乱肢の選択数が減って正答肢の選択数
が増えた (他の項目も同様) 

• [B] 「バドミントン」の選択数が多いまま
 sportとバトミントンの関係性

• [C] 「食べる」が大きく減っている
 bookと空所に入る語の関係性の理解が進んだ

のでは

内野 (2020, 2021)
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文の内部構造の理解 内野 (2020, 2021)

• FBT…正答肢を選んだ数＋錯乱肢を選ばなかった数の4点満点
各問で4点だった参加者の自由記述を分類
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文の内部構造の理解 内野 (2020, 2021)

空所 カテゴリ (k ) 分類された回答の例
[a] what名詞 物の種類／まとまり (4) いろいろな種類がある物／物の種類を表す言葉

物／生き物 (7) 物を表す言葉／物や生き物（ペット）
類似の表現との混同 (7) 何を持っているかを表す言葉

どのくらい持っているかを表す言葉
異なる動詞との混同 (6) 欲しいもの／好きなもの

[b] 主語 人／人物 (31) 人物を表す言葉／料理ができるかを聞く人
文中の他の語の意味 (2) 何が得意かを表している／食べ物

[c] 動詞 ペット／動物 (20) ペットについて／動物に関すること
動き／動詞の具体例 (14) 動きを表す言葉

飼っているか，欲しいかなどの言葉
人に聞く／答える (5) 聞く言葉／聞かれたことに答える言葉
感情／気持ち (4) 感情を表したり実際のことを表す言葉

気持ちを表す言葉
事柄／物事 (4) 事柄を表す言葉／物事を表す言葉
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まとめ

① 全ての文法項目について暗示的知識が優勢なのだろうか

明示的知識の習得度が高い文法項目／空所もある (can, 主語位置に入る語)

一般に，規則が単純で言葉で説明しやすい項目は明示的知識が習得しやすい

暗示的知識も明示的知識も，概して5年生よりも6年生のほうが習得度が高い

② 英文の内部構造の分析的な理解はどの程度進んでいるのだろうか

空所にもよるが，What [a] do/can [b] [c]?の内部構造は5年生でもある程度理解が
進んでいる。6年生になるとさらに理解が進む。

同じ文構造でも英文に含まれる単語によって正答率に差がある。小学校段階で
「文法知識」を純粋に測定することの困難さを示している。



19

酒井先生・鈴木先生に伺いたい点

• 小学校段階で児童が獲得している文法知識を中学校段階で生かすには，
中学校での指導においてどのような点に留意すべきでしょうか。

• 中学校で明示的な文法指導が行われることを念頭に置いた場合，小学校
段階でどのような知識を身につけておけばよいのでしょうか。
またそのために，小学校での指導においてどのような点に留意すべきで
しょうか。
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